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１　はじめに
埼玉県立川の博物館（以下、当館）では、

一般の方々を対象とした講座「荒川ゼミナー
ル」を開講している。

この講座は、荒川流域の歴史や自然等を
テーマとした「講演会」と、ウォーキングイ
ベント、主にこの２種類のイベントから構成
されているⅰ。

前稿でも述べたが、筆者はここ数年、特に
上記のウォーキングイベントの企画・立案・
実施に携わってきた。

当館におけるウォーキングイベントの取り
組みについては、前稿で述べた通りであり、
また前稿では当館の性格等をふまえたうえで
の、ウォーキングイベントのあり方、そして
学校の教育現場への応用の可能性についてあ
わせて述べた（羽田 2013）。

本稿では、前稿で論じた内容、そして平成
25年度以降に実施したイベント内容をふま
え、博物館におけるウォーキングイベントの
あり方について改めて述べてみたい。

２　当館実施ウォーキングイベントの基本コ
ンセプトについて

本論に入る前に、前稿にも記載した、当館
のウォーキングイベントの基本コンセプトに
ついて記す。イベントを実施していく中で、
若干変更させた点もある。

まずは、募集要項等について以下に記す。
①対象：一般

＊�保護者同伴で、未就学児や小学生の参加
も可能。

②料金：100円（保険料）
＊�道中公共交通機関を利用する場合や、有

料施設等を見学する場合は、参加者の自
己負担となる。

③募集人数：原則20名
④配布資料：見学ポイントやウォーキング
ルートを記載したウォーキングマップ（図１）
等を適宜準備。

次に、ウォーキングイベントを企画するに
あたっての基本事項について以下に記す。

ポイント①：�人文系・自然系の学芸員が同行
し、道中に両分野の解説を行う。

ポイント②：�歩行距離は10kmを目安とし、
その上でコース選定を行う。歩
行距離が10km以上となる場合
は、途中で切り上げ可能な場所
を設けるⅱ。

ポイント③：�イベント実施時間は、午前10:00
から午後4:00を目安とする。

ポイント④：�公共交通機関を利用して、集合・
解散できる場所を候補地とする。

ポイント⑤：�当館の展示テーマに即したコー
ス選定を図る。

３　前稿での結論
次に前稿で述べた、ウォーキングイベント

実施の方向性について記すⅲ。
Ⅰウォーキングイベントのシリーズ化ならび

にウォーキングコースのモデル化。
Ⅱテーマ性を持たせたウォーキングイベント

の確立。
Ⅲ文系・自然系両分野の学芸員が担当する形

でのイベント実施。
Ⅳ既存のウォーキングイベントの情報発信。

ホームページ上でのウォーキングマップの
公開等。

Ⅴ他団体との協力を得ての実施あるいは共同
での実施。

Ⅵ小学生向け体験授業へのウォーキングイベ
ントの応用。

４　前稿のまとめから平成25年度以降の実
践例をふりかえる

前稿では、前述の通り、当館での実践例か
ら、博物館におけるウォーキングイベントの
実践方法と、学校の教育現場への応用の可能
性について論じた。

前稿で論じた内容をふまえ、平成25年度

博物館におけるウォーキングイベントの企画・実施方法について（２）
～埼玉県立川の博物館での実践例より～
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以降に企画・実施したウォーキングイベント
の性格をふりかえってみたい。

前稿では、博物館におけるウォーキングイ
ベントの実施にあたり、ウォーキングイベン
トのシリーズ化とコースのモデル化という方
向性ならびにテーマ性の確立という課題を提
示した。

この点を鑑み、それまで漠然とした形で実
施していたウォーキングイベントを系統化し、
同時に当館の展示テーマに即したイベントに
転化させた。

またイベント実施にあたっては、マップ等
の配布資料の統一化ならびに規格化を図り

（図１）、イベント実施後に個人でも楽しめる
ように配慮した。このことにより、昨今のテ
レビ番組等の影響から増加した、当館への問
い合わせにも対応可能となった。

また「当館の展示テーマに沿った形」だけ
ではなく、各イベントの毎に「テーマ」ない
し「キーワード」を設定し、見学ポイントの
選定等に配慮した。

上記の様な配慮・工夫を加えたことにより、
既存のイベントをより系統化することが可能
となった。

５　ウォーキングイベントの今後の可能性と
課題について

ウォーキングイベントを数多く企画・実施
していく中で、館独自の方向性やオリジナリ
ティーを構築することができた。

今後よりイベントを発展させるにあたって
考えられるポイントが「地域性」あるいは「応
用性」ではないかと考える。

これまでは当館の展示テーマそしてイベン
トの総称にも使用されているように、基本は

「荒川流域」で実施していく中で、イベント
スタイルを構築してきた。

しかし、例えば、「川」をキーワードに当
館の所在地である埼玉県を考えた場合、「荒
川流域」、「埼玉県東部地域」、そして「東京
へとつながる都市部」、大きくこの３つに分
けて考えることもできる。もちろんさらに細
分化することも可能である。

このような形に分けられた場所において、
これまでに確立させたスタイルに地域性を持
たせた上で実施する、これが次の課題ではな

いかと考える。
６　おわりに

本稿では、前稿の内容をふまえつつ、改め
て当館で実施したウォーキングイベントを振
り返り、博物館におけるウォーキングイベン
トのあり方について述べた。

最後に本稿のまとめとして、今後のウォー
キングイベントの方向性を述べて、結びとし
たい。
①ウォーキングイベントのシリーズ化ならび

にウォーキングコースのモデル化。配布資
料の統一化ならびに規格化を含む。

②ウォーキングイベントのテーマ性の確保。
イベントには毎回テーマを持たせ、参加者
は特にそのテーマを中心に学習していただ
けるようにするに配慮する。

③イベントの企画・実施には、文系・自然系
両分野の学芸員が従事し、各回に設定した
テーマがより生きるようにする。

④ウォーキングイベントの情報発信。配布資
料の統一化・規格化の実施に伴い、ホーム
ページ上での公開を含め、より情報発信し
やすい環境が整ったと考える。

⑤他イベントとの連動。これまでは、企画展
や特別展の関連イベントとの位置づけで実
施することもあったが、今後は講演会等の
イベントとも連動させ、双方のイベントに
相乗効果が生まれるようにする。

⑥刊行物等の成果物を生かした形でのイベン
トの実施ⅳ。

写真１　平成27年度実施風景（図1と同じイベント）
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図1　平成27年度に実施ウォーキングイベントで配布した資料
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⑦他館や地方自治体、地域の各種団体の協力
を得て、ウォーキングの途中で詳細な解説
を実施していただく、あるいは共催という
形で実施できるようにする。

⑧これまでに確立した手法を生かし、実施
フィールドを広げていく。
今後は特に上記の８点を考慮に入れながら、

今後もイベントを企画・立案・実施していき
たい。
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ⅰ　上記のイベントに加え、当館開催の特別
展や企画展と関連させたイベントを開催す
る場合もある。

ⅱ　例えば、路線バスのバス停や駅の側を通
過し、途中で切り上げが可能な態勢を整え
ている。

ⅲ　紙面の都合上、表記内容は一部省略・簡
略化している。

ⅳ　例えば、当館が今年度刊行した、デジタ
ル標高地形図等の活用が考えられる。
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